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憲法改定の本質と

わたしたちの課題

プロフィール
１９４４年生まれ。
立正大学法学部名誉教授。
日本機関紙協会埼玉県本部理事長。
科学者九条の会よびかけ人。
著書に『金子勝先生のやさしい憲法教室』
（本の泉社）『自由を愛し平和を貫くために』
（自治体研究社）など多数

改憲勢力が衆議院で２／３を超え、「任期中の改定」（岸田首相）
「来夏の参議院選挙で国民投票を」（松井維新の会代表）等の
発言に見られるように新たな局面をむかえています。
岸田内閣が憲法違反の「敵基地攻撃能力」の保有と軍拡路線を
推進する中、改憲の本質と今後の運動について学び合いましょう。

2022年2月11日(金)
1 3時開場、13時半～1 5時半

（終了後浦和駅パレード）

埼玉教育会館2階
参加費 200円

講師金子勝さん

「
建
国
記
念
の
日
」
不
承
認

軍
国
主
義
思
想
の
復
活
に
反
対
し
思
想
と
信
教
の
自
由
を
守
る

☑記念講演はZOOMでの視聴が可能です。
※ZOOM参加をご希望の方は事前に右のQRコードから
申込みフォームにて申し込みください。
後日ミーティングID等をメールにてお知らせします。

☑会場参加の方はマスクを必ず着用してください。

☑発熱など体調不良の場合は、参加をお控えください。

☑会場は９０名までの参加になります。
事前申し込みにご協力ください。

埼玉
教育会館



い
ま
「
建
国
記
念
の
日
」
と
よ
ば
れ
、
祝

日
と
な
っ
て
い
る
二
月
一
一
日
は
、
戦
前
・

戦
中
は
「
紀
元
節
」
と
よ
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
に
明
治
政

府
が
決
め
た
も
の
で
、
初
代
の
天
皇
・
神
武

が
即
位
し
た
日
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
「
神
話
と
伝
説
」
に
よ

る
も
の
で
、
科
学
的
根
拠
は
ま
っ
た
く
な
く
、

い
ま
で
は
神
武
天
皇
は
架
空
の
人
物
で
あ
る

こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。

当
時
の
「
紀
元
節
」
は
、
天
皇
を
神
聖
化

す
る
「
大
日
本
帝
国
憲
法
」
発
布
の
日
で
あ

り
、
同
時
に
日
露
戦
争
を
は
じ
め
と
し
て
戦

争
政
策
を
鼓
舞
し
、
軍
国
主
義
を
あ
お
る

「
祭
日
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

か
つ
て
、
日
本
国
民
の
み
な
ら
ず
、
ア
ジ

ア
諸
国
を
は
じ
め
と
す
る
他
国
の
人
民
二
〇

〇
〇
万
人
の
尊
い
生
命
を
奪
っ
た
あ
の
侵
略

戦
争
に
、
日
本
国
民
を
か
り
た
て
た
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の
基
礎
に
な
っ
た
も
の
が
「
紀
元
節
」

だ
っ
た
の
で
す
。

敗
戦
に
よ
っ
て
天
皇
が
「
人
間
宣
言
」

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
神
話

と
伝
説
」
は
否
定
さ
れ
、
「
紀
元
節
」
も

そ
の
根
拠
を
失
い
ま
し
た
。
平
和
主
義
、

国
民
主
権
の
新
し
い
憲
法
の
も
と
で
は
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
「
祝
日
」
で
は
な

く
な
っ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
朝
鮮
戦
争
が
起
こ
る
前

後
か
ら
政
府
は
軍
備
拡
大
に
の
り
だ
し

ま
す
。
こ
れ
と
並
行
し
て
「
紀
元
節
」

を
復
活
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
を
強
め
、

一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
年
に
広
範
な

国
民
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
「
建
国
記

念
の
日
」
を
制
定
し
た
の
で
す
。

以
来
、
推
進
勢
力
は
毎
年
「
建
国
記

念
の
日
を
祝
う
式
典
」
を
開
き
、
閣
僚

や
国
会
議
員
も
参
加
し
よ
う
と
す
る
動
き
も

あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
動
き
に
対
し
、
か
つ
て
侵
略
を

う
け
た
国
々
で
は
、
不
信
と
警
戒
を
強
め
て

い
ま
す
。

一
方
、
最
初
の
「
建
国
記
念
の
日
」
以
来
、

言
論
や
表
現
、
思
想
・
信
条
の
自
由
を
侵
す

も
の
と
し
て
毎
年
二
月
一
一
日
に
は
、
全
国

各
地
で
「
建
国
記
念
の
日
」
不
承
認
、
再
び

戦
争
へ
の
道
を
歩
ま
せ
る
な
、
と
多
く
の
労

働
組
合
・
民
主
団
体
・
学
者
・
研
究
者
・
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
・
宗
教
家
な
ど
が
、
実
行
委
員
会

を
つ
く
り
抗
議
集
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

「神話と伝説」によるもので
科学的な根拠はありません

「建国記念の日」とは？


